
鴨山里-紗増築墾6小長(普)田○○茜舘e鴎す

宙悔つ哩三二琵総>⊃吋巧胃壁り」ノ小塙直崩朕田委曲判飽禦>帝国捜蹄′哩廿掠

b悔つ三陸特的掃照り掛昌り一申楠田e口

小冊9椅‖一p描(弐)田①ナ苓eゆ標目垂訓投出廿①

′総櫛

三同社>中小昆延′心裏つ碓9鳴寄憐Ⅲ

ゆ曇食膜の二七寄増悪上製以′♀e鳩のこい∩輯童畢則。三相捜>いや出端山中満

山佃)ⅢNN呼の.」的ト客ミロ十に・発心畏上帯9嘆的散的罵Ⅲ叫脚判締結

史二的捜>レ⊃日誌白扇膿

′直需博樹的上蔀♀砂尽K

e山口のぐ他出小食毒口

いり怠9拾い秦>いく砿

>⊃灘>⊃一↓捨印描越蛸

二↓霜給い相似くe「憲」

二世や壕ミ同調出癖

一In巧つ

描9>∩樽簿埼媚趨′いく咄蓋い⊃ぷ

い輝氷怠り口の患珊準↓弔Q〆六時レ涌※

′U市警掘り巾の博寅蝿謝重機叩e雨捲

bゆ小台の/↓

山霊べ昌博瀾謙小台繋ぐ鯛′暢Q同や地境

韻網羅翼端詳報報

馳J陣恥部や糾町の

違う請⊃上人中上ト的蹴り

か⊃e鯛徳雄調製昭ノpe寝よう霜>附

や他心ごり「̃漫∩/Q喋く倣Un暢」

州廿①山王>い⊃∪一ミ毛の長い吋

的蹴倒Ⅲ蹴りγU壁仰K旧へeU

り重来的帝人抄へ制覇押噂e屯登

小満⊃三陸総>⊃面色印面U′㌣e小満9堂山命じ雪国-嘲鰹諜緒講読

葉上碓9堪り忠異や嶋倒eγ壷の食い申′♀粗い三男

「二同い逗∩/寄⊃三怨」「i良⊃p帯同小母漁り」S少栗斜需計高′姦悪つ冊9治せ喩や

り口般削K9艮つ埋持寄鮒♀秘畷禦′>附出頭餌起つ筋的い魯幣示巧の仙p謎蝉血相的

鯛悠畑土>甲や抑e抑艮ゆり叶′三詩的鞭媒e雪黒目一個珊e悶掴み帳閲e暗鯛′壁町側倒禦

捜つ捗」拘りいじ蚤9総只軽口・盤曲りeく鯛禦瑳掛や理財鮎

昔時鞄>埴輪呼輪輔

細り同

曙の廿寸剛ON

擾乱三訓埋骨臣蓬



∩巧つ惰忘ロト一∩球的山口の

胸中申訳皿′叫超壁掛e植柵他

車憂三両′ゆり一条嬰。小楯的p

怠り日直の蔑紺青旦鴫伺′Un

班的e押位∩緩いγ載りもe田

e思。癖b芋言出e呼水脚的

増握り高相総的牡鮭。In巧つ

髄志}⊃れハエや小口一〇>n

崗u掠り毒せe樫鵬′壁お堂的

言溜繕‖∋>いγ登り塙

i一二博捜>

レ患い∩拳もや

の起nYU一肌

呑特∩遼帥e回

柔
 
く
 
寸
 
ヽ
-
}
′
 
怠
 
I
p
 
筈
 
†
樽
 
1
」
 

怠
」
 

:
∴
∴
∴
 
I
ぐ
ヽ
 

㊧
㊨
∴
∴
∴
㊧
∴
㊧

㊧
 

患
 

せ
 
き
)
 

せ
 
う
 
毒
 

霊
 

重
 
来
 

う
 

ぐ
 

う
…
只
 
1
u
 

竺
 

竿
 

e
 
繕
 
い
 
丘
 

ぐ
〕
 

ミ
 

三
」
 
K
 

啓
三
 
i
 

う
 
り
 

し
〕
 
サ
 

’
掌
 
る
 

志
 
_
)
 

㌶
 
I
 

.
」
 

き
 
音
廿
I
 

鵬
 

署
 

ー
U
 

合
 
蓋
 

…
♯
 
寒
害
 

縫
 
う
 
平
 

靖
 
∴
ヲ
 

(
 
来
 
く
 
ま
 
i
 
も
 
や
 
∴
キ
 
ト
 
e
 
・
こ
ヽ
 
十
0
 
喜
亀
 

K
 
表
号
 守
一
∴
∴
 
講
 
書
 

喜
薫
 
二
ヽ
臆
’
 
:
詰
∴
 

“
′
○
 
准
 
\
ノ
 
ミ
∴
 
霊
 
i
鴨
 
石
 
野
 

㊤
㊦
∴
∴
∴
∴
⑮

◎
⑮

◎
㊦
、
∴
.
※
、
 

箋
 

善
業
 

ぐ
 

墨
 
与
 

せ
 

義
 
:
◆
-
 

き

l
o
 ・
塞
 

轟
 

\
ヤ
 

婁
 

∴
.
ヽ
 
∩
 
{
 
き
こ
、
 
…
□
 
妻
や
 

一
基
 

塞
 
喜
 

雲
 

一
一
j
 

∴
.
」
 
り
 

=
ヽ
 

I
 

〇
、
三
 

早
 
く
 

†
 
.
〆
 

回国
し。申崩ミロ主

部>碕>強姦八つか外

貌蛸・食指埜9同語

一心問う細り

小耳寄9将⊥〆Hもつ

i直p悶蛮間e

′灼堪り一単へ

)優砂逃∩巧つ崩将

岬憮エ)∩お

申噂や雨」竜巻′専Y同心水心吏時貞や寝巻距㊦

岬軽い時貞的やつγ‖÷象宝会食的母陸中漂㊥

(中や舶暖刷哩如挫畑野小母如きや畏ま同様喜)

)堆い町会ロ」曲り】薫…囲来

手昼小嶋少で‥γ審γ‖-

エ軍慨,青く、…母のや駐㊧

.重商雪…...!…...嘩..

(象Y寸)椛-上玉e固K

一同pn♀総同より薫

く寄高三只eU争う

′山入用小山e巴入山-ト

j縛曲語調曾>ぐ蛙嚢輔


